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■ 片側加熱式：CR-600-5 、CR-600-10 ■ 上下加熱式：CR-600-10W

日々の作業を安定して能率的に行うために、作業前・作業後のメンテナンス・早い時期の消耗部品の交換をお
勧めいたします。
以下の「消耗部品の交換方法」をよくお読みいただき、正しく作業を行ってください。

消耗部品は長時間の使用で損傷し、シール状態が悪くなっていきます。傷んだ部品を続けて使用するとシール不
良や故障の原因となりますので予備品を手元に置かれ、適時交換してください。
消耗品の販売につきましては「20　消耗部品一覧」（→ P.84）に掲載しておりますので、ご注文の際にご活
用ください。
製品名・品名・数量を明確にご指定の上、お買い上げの販売店へご注文ください。お買い上げの販売店が不
明の場合は弊社までご連絡ください。販売店のご紹介をさせていただきます。

10　消耗部品の交換方法

シール部の構造

消耗部品の販売について

シリコンゴム
：厚さ2 mm

シリコンゴム
：厚さ4 mm

ガラステープ
25 mm幅

ガラステープ
38 mm幅

シリコンゴム
：厚さ2 mm

ガラステープ
25 mm幅

ガラステープ
19 mm幅

センタードライ
テープ

センタードライテープ

圧着レバー 圧着レバー

シリコンシート

シール受け板 シール受け板

i ヒーター 温度センサー
温度センサー

ガラステープ
25 mm幅

i ヒーター

i ヒーター

警告 	 消耗部品の交換やメンテナンスを行うときは、必ず電源プラグを手で持ってコンセントから抜き、作業を行ってく
ださい。プラグを差し込んだまま作業を行うと感電する危険性があります。

警告 	 取扱説明書に記載されている以外の間違った方法で交換すると製品が正常に働かないばかりか、感電や火
傷をする危険性があります。

警告 	 消耗部品は必ず弊社指定の部品をご使用ください。指定外の部品を使用されると製品の性能が正しく発揮で
きないだけでなく、故障の原因にもなります。

必ず電源プラグをコンセントから抜いた
状態で作業を行ってください。
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点検箇所 点検項目 記載ページ

センタードライテープ

・変色していないか

・袋が剥がれにくくないか

・破れたり、焦げたりしていないか

「10-2　センタードライテープの交換」（→P.48）

ヒーター

・ヒーターが切れていないか

・シールは汚くないか

・シール面に凸凹が発生していないか

「10-3　ヒーターの交換」（→P.50）

ガラステープ
・ヒーターが切れやすくなっていないか

・シールは汚くないか

「10-5　シール受け板側；ガラステープ 25 mm
幅、シリコンシートの交換（対象：片側加熱式）」
（→P.54）

「10-6　圧着レバー側；ガラステープ 19 mm
幅、38 mm 幅の交換（対象：片側加熱式）」
（→P.55）

「10-7　シール受け板・圧着レバー側；ガラス
テープ 25 mm 幅の交換（対象：上下加熱式）」
（→P.56）

シリコンゴム ・表面が凸凹になっていないか
「10-8　シリコンゴムの交換（対象：片側加熱式）」
（→P.57）

シリコンシート
・ヒーターが切れやすくなっていないか

・シールは汚くないか

「10-5　シール受け板側；ガラステープ 25 mm
幅、シリコンシートの交換（対象：片側加熱式）」
（→P.54）

温度センサーセット

・シールが問題無くできているか

・シールは汚くないか

・シール時にエラーが発生しないか

「10-4　温度センサーセットの交換」（→P.52）

ノズル
・ノズルは汚れていないか

・ノズルの中やチューブの中が汚れていないか
「11-2　ノズルの取り外し方と洗浄」（→P.60）

エアフィルター
・フィルターカップの3分の1以上に吸い込んだ
物が溜まっていないか

・フィルターエレメントは汚れていないか
「11-3　エアフィルターの清掃」（→P.61）

点検箇所
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各部品を交換する際は圧着レバーセットを取り外すこと
で作業が行いやすくなります。

圧着レバーセットの取り外し方
【必　要　物】	 六角レンチ（5 mm）、プラスドライバー

（上下加熱式のみ）

1	 上部カバーを開けます。
	 （「6　各部の名称とはたらき」 >>> 「上部カ
バー」（→P.18）参照）

2	 外部真空用継手からチューブを取り外します。

3	 端子台からカバーを外して、ヒーターコードの丸
端子を取り外します。（上下加熱式のみ）

	 プラスドライバーでビスを外し、ヒーターコードの
丸端子を取り外してください。

4	 ヒーターコードをクランプから外します。（上下加
熱式のみ）

5	 六角レンチでキャップボルトを取り外します。

6	 左右どちらかにスライドさせれば圧着レバーセット
が取り外せます。

7	 作業終了後は、上記と逆の手順で圧着レバー
セットを元に戻してください。

8	 上部カバーを閉じます。
	 （「6　各部の名称とはたらき」 >>> 「上部カ
バー」（→P.18）参照）

10-1　部品交換のための準備

外部真空用継手

キャップボルト 端子台

ヒーターコード

クランプ

丸端子

ビスを外す

電極

圧着レバーセット

キャップボルト
を外す

注意 	 キャップボルトを取り外すと、圧着レバー
セットを取り外すことができます。落下さ
せるとシール面を傷つける恐れがありま
すので、充分に注意して取り外してくだ
さい。
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【必　要　物】	 モンキースパナ（圧着レバー側のみ）、
ハサミ、アルコール（エタノール）

【交換の目安】	 センタードライテープが変色し、袋が剥
がれにくくなった

	 センタードライテープが破れたり、焦げ
てシールが汚い

■ シール受け板側
■ 取り外し
1	 「10-1　部品交換のための準備」（→ P.47）
を参照して、圧着レバーセットを取り外します。

2	 左右のツマミをゆるめて、スポンジホルダーを上
方向に取り外します。

3	 傷んだセンタードライテープを取り外します。

■ 取り付け
4	 新しいセンタードライテープをシール受け板の端
から順に貼り付けます。

5	 シール部（ヒーター端子まで）の長さに合わせて、
ハサミなどでセンタードライテープを切ります。

6	 センタードライテープのもう一方の端の粘着テー
プを反対側へ折り曲げて貼り付けます。

7	 2で取り外したスポンジホルダーを取り付けます。

8	 1で取り外した圧着レバーセットを取り付けます。

10-2　センタードライテープの交換

シール部の長さ

ツマミをゆるめる
スポンジホルダー

■ シール受け板側

ヒーター端子センタードライテープ

注 	 古いセンタードライテープを取り外したとき、圧
着レバーやシール受け板に粘着のりが残ってい
る場合は、アルコールなどできれいに拭き取っ
てください。

注 	 センタードライテープの中心にヒーターが
くるように、センタードライテープの両サイ
ドを圧着レバーに貼り付けてください。

	 センタードライテープにシワがある状態で
貼り付けると、シールにもシワ模様が出ま
す。
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■ 圧着レバー側（対象：上下加熱式）
■ 取り外し
1	 「10-1　部品交換のための準備」（→ P.47）
を参照して、圧着レバーセットを取り外します。

2	 モンキースパナで袋ナット、平ワッシャ（各 4個）
を取り外し、通風金具を取り外します。

3	 傷んだセンタードライテープを取り外します。

■ 取り付け
4	 センタードライテープをシール部（ヒーター端子ま
で）の長さに合わせてハサミなどで切ります。

5	 粘着テープが付いている面を圧着レバーの方に
向けて軽く止めておきます。外部真空を行う方
の吸引部をふさがないように気をつけてください。

6	 もう一方のセンタードライテープ端の粘着テープ
を圧着レバーの反対側に貼り付けるようにテープ
を折り曲げて貼り付けます。

7	 2で取り外した通風金具を取り付けます。

8	 1で取り外した圧着レバーセットを取り付けます。

通風金具ビス付き

通風金具ビス無し

平ワッシャ
袋ナット

■ 圧着レバー側

シール部の長さ

吸引部

ヒーター端子センタードライテープ

注意 	 通風金具を外すときは曲げてしまわない
ように注意してください。

注 	 センタードライテープの中心にヒーターが
くるように、センタードライテープの両サイ
ドを圧着レバーに貼り付けてください。

	 センタードライテープにシワがある状態で
貼り付けると、シールにもシワ模様が出ま
す。
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【必　要　物】	 モンキースパナ（圧着レバー側のみ）、
ハサミ、プラスドライバー、

	 六角レンチ（2 mm）
【交換の目安】	 ヒーターが切れた、シールが汚い、シー

ル面に凸凹が発生した

■ シール受け板側
■ 取り外し
1	 「10-1　部品交換のための準備」（→ P.47）
を参照して、圧着レバーセットを取り外します。

2	 ヒーターはセンタードライテープで覆われていま
す。「10-2　センタードライテープの交換」
（→ P.48）を参照して、センタードライテープ
を取り外します。

3	 両側にある電極のホーローセットを六角レンチ
（2 mm）で右方向にいっぱい回し、ヒーターを
弛ませます。

4	 ヒーター止めビスをプラスドライバーでゆるめま
す。

5	 ヒーター止めビスをゆるめると傷んだヒーターを取
り外すことができます。

■ 取り付け
6	 新しいヒーターをヒーター端子差込口に入れ、
ヒーターが電極から浮かないように押さえながら、
ヒーター止めビスをプラスドライバーでしっかり締
めます。

7	 ホーローセットを六角レンチ（2 mm）で左方向に
ゆっくり回し、元の状態に戻します。

8	 2で取り外したセンタードライテープを取り付けま
す。

9	 1で取り外した圧着レバーセットを取り付けます。

10-3　ヒーターの交換

六角レンチ

ホーローセット

ヒーター止めビス

プラスドライバー

ヒーター端子差込口

■ シール受け板側

注意 	 交換用ヒーターは、必ず弊社指定の専用ヒー
ターをご使用ください。規格外のヒーターを使用
されますと、トランス焼損の原因となります。

警告 	 シール幅（ヒーターの幅）が異なるヒーターへの
交換は絶対にしないでください。

注意 	 ヒーター端子を電極に差し込む位置を間違える
と、シール時に接触不良でスパークが発生して、
ヒーターや電極が破損する可能性がありますの
で、充分気をつけて取り付けを行ってください。
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■ 圧着レバー側
■ 取り外し
1	 「10-1　部品交換のための準備」（→ P.47）
を参照して、圧着レバーセットを取り外します。

2	 ヒーターはセンタードライテープで覆われていま
す。「10-2　センタードライテープの交換」
（→ P.48）を参照して、センタードライテープ
を取り外します。

3	 両側にある電極のホーローセットを六角レンチ
（2 mm）で右方向にいっぱい回し、ヒーターを
弛ませます。

4	 ヒーター止めビスをプラスドライバーでゆるめま
す。

5	 ヒーター止めビスをゆるめると傷んだヒーターを取
り外すことができます。

■ 取り付け
6	 新しいヒーターをヒーター端子差込口に入れ、
ヒーターが電極から浮かないように押さえながら、
ヒーター止めビスをプラスドライバーでしっかり締
めます。

7	 ホーローセットを六角レンチ（2 mm）で左方向に
ゆっくり回し、元の状態に戻します。

8	 2で取り外したセンタードライテープを取り付けま
す。

9	 1で取り外した圧着レバーセットを取り付けます。

ヒーター端子差込口

六角レンチ

ホーローセット

ヒーター止めビス

プラスドライバー

■ 圧着レバー側

注意 	 ヒーター端子を電極に差し込む位置を間違える
と、シール時に接触不良でスパークが発生して、
ヒーターや電極が破損する可能性がありますの
で、充分気をつけて取り付けを行ってください。
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【必　要　物】	 プラスドライバー
【交換の目安】	 温度センサーセットの破損

温度センサーセットは温度センサーと温度センサーモ
ジュールで構成されています。
温度センサーは、ヒーターとガラステープの間に挟む位
置にセットしてあります。
温度センサーモジュールはシール受け板後面に取り付け
てあります。

■ 取り外し
1	 「10-1　部品交換のための準備」（→ P.47）
を参照して、圧着レバーセットを取り外します。

2	 「10-2　センタードライテープの交換」
（→ P.48）を参照して、センタードライテープ
を取り外します。

3	 「10-3　ヒーターの交換」（→ P.50）を参
照して、ヒーターを取り外します。

4	 ビスA-1 、ビスA-2 、ビスBを外し、温度セ
ンサー固定板を外して、温度センサーセットを取
り外します。

10-4　温度センサーセットの交換

ビスA-2

温度センサー固定板
（A-1 側）

ビスA-1

ビスB

温度センサー固定板
（A-2 側）

温度センサー

温度センサーモジュール

温度センサーセット（制御用） 温度センサーセット（監視用）
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■ 取り付け
5	 温度センサー先端部の穴に温度センサー固定板
（A-1 側）の突起部分をはめ込み、ビスA-1で
シール受け板に固定します。

6	 温度センサー固定板（A-2 側）で温度センサー
を挟み込み、ビスA-2で仮固定します。

7	 温度センサー固定板（A-1 側）と温度センサー
固定板（A-2 側）の間がたるまないように温度セ
ンサーモジュール側に温度センサーを軽くひっぱ
りながら温度センサー固定板（A-2側）をしっかり
と固定します。

8	 ビスBで温度センサーモジュールを固定します。
	 取り付いていた状態に合わせて、温度センサー
部分を90°に折り曲げて取り付けてください。

9	 3で取り外したヒーターを取り付けます。

10	 2で取り外したセンタードライテープを取り付けま
す。

11	 1で取り外した圧着レバーセットを取り付けます。

温度センサー温度センサー
固定板（A-1側）

温度センサーモジュール

温度センサー
固定板（A-2側）

たるみ×

たるみ○

ビスA-1

ビスA-2

ビスB

■ 温度センサーの折り曲げ方向

温度センサー

温度センサー
固定板（A-2側）

※固定板の溝部分に入るように
取り付けてください。

制御用温度センサー

監視用温度センサー

■ 取付位置

センサーはヒーター下に取り付けます

感温部

ヒーター

注 	 温度センサーは、「10　消耗部品の交換方法」
（→ P.45）>>>シール部の構造をご確認いた
だき、正しい位置に取り付けてください。取付位
置を誤りますと、シールができない場合がありま
す。

注意 	 制御用温度センサーと監視用温度セン
サーで折り曲げ方向が異なりますので、
取り付けの際はご注意ください。強く折り
曲げすぎると温度センサーが切れてしまう
ことがあります。

注 	 温度センサーが固定板の溝部分に入る
ように取り付けてください。

注意 	 ビスA-1からビスA-2の間は温度セン
サーがたるまないようにしてください。

注注 	 �温度センサーをひっぱる時、温度センサー
モジュールを持って強くひっぱるとセン
サー部が切れてしまうことがあります。
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【必　要　物】	 ハサミ、プラスドライバー、アルコール（エ
タノール）

【交換の目安】	 ヒーターがよく切れる、シールが汚い

■ 取り外し
1	 「10-1　部品交換のための準備」（→ P.47）
を参照して、圧着レバーセットを取り外します。

2	 「10-2　センタードライテープの交換」
（→ P.48）を参照して、センタードライテープ
を取り外します。

3	 「10-3　ヒーターの交換」（→ P.50）を参
照して、ヒーターを取り外します。

4	 「10-4　 温 度センサーセットの交 換 」
（→ P.52）を参照して、温度センサーセットを
取り外します。

5	 ガラステープとシリコンシートをきれいにはがしま
す。

■ 取り付け
6	 シリコンシートの両端が電極に2 mmずつかか
るようにカットして、電極の上に重ねるように貼り
付けます。

7	 ガラステープ25 mm幅の両端が電極に5 mm
ずつかかるようにカットして、電極の上に重ねる
ように貼り付けます。

8	 4で取り外した温度センサーセットを取り付けま
す。

9	 3で取り外したヒーターを取り付けます。
10	 2で取り外したセンタードライテープを取り付けま
す。

11	 1で取り外した圧着レバーセットを取り付けます。

10-5　シール受け板側；ガラステープ25 mm幅、
シリコンシートの交換（対象：片側加熱式）

電極

シリコンシートの上にガラステープを重ねて貼る

5 mmくらい

2 mmくらい

シール部の長さ

シール部の長さ

5 mmくらい

2 mmくらい

ガラステープ
25 mm

シリコンシート

注意 	 ヒーター下部のガラステープが傷んだり焼損する
とヒーターの絶縁不良や、シール不良の原因とな
りますので、ヒーターの交換時には必ず点検し、
必要に応じて貼替えてください。

注注 	 粘着のりが残っている上に貼り付ける
と、シール面が凸凹し、シールに悪影
響を起こしますので粘着のりをきれいに
アルコール（エタノール）で取り除いてく
ださい。



CR-600シリーズ取扱説明書Ver.9.01J

55

【必　要　物】	 モンキースパナ、ハサミ、プラスドライ
バー、アルコール（エタノール）

【交換の目安】	 ヒーターがよく切れる、シールが汚い

■ 取り外し
1	 「10-1　部品交換のための準備」（→ P.47）
を参照して、圧着レバーセットを取り外します。

2	 モンキースパナで袋ナット、平ワッシャ（各 4個）
を取り外し、通風金具を取り外します。

3	 ガラステープ19 mm幅をはがします。

4	 ガラステープ38 mm幅をはがします。

■ 取り付け
5	 ガラステープ38 mm幅を貼り付けます。

6	 ガラステープ19 mm幅を貼り付けます。

7	 2で取り外した通風金具を取り付けます。

8	 1で取り外した圧着レバーセットを取り付けます。

10-6　圧着レバー側；ガラステープ19 mm幅、
38 mm幅の交換（対象：片側加熱式）

通風金具ビス付き ガラステープ
19 mm幅

ガラステープ
38 mm幅

通風金具ビス無し

平ワッシャ
袋ナット

吸引部

注意 	 通風金具を外すときは曲げてしまわない
ないように注意してください。

注注 	 粘着のりが残っている上に貼り付ける
と、シール面が凸凹し、シールに悪影
響を起こしますので粘着のりをきれいに
アルコール（エタノール）で取り除いてく
ださい。
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【必　要　物】	 モンキースパナ（圧着レバー側のみ）、
ハサミ、プラスドライバー、アルコール（エ
タノール）

【交換の目安】	 ヒーターがよく切れる、シールが汚い

■ 取り外し
1	 「10-1　部品交換のための準備」（→ P.47）
を参照して、圧着レバーセットを取り外します。

2	 「10-2　センタードライテープの交換」
（→ P.48）を参照して、センタードライテープ
を取り外します。

3	 「10-3　ヒーターの交換」（→ P.50）を参
照して、ヒーターを取り外します。

	 ※シール受け板側は、「10-4　温度センサーセッ
トの交換」（→ P.52）を参照して、温度セン
サーセットを取り外します。

4	 ガラステープをきれいにはがします。

■ 取り付け
5	 ガラステープ25 mm幅の両端が電極に5 mm
ずつかかるようにカットして、電極の上に重ねる
ように貼り付けます。

6	 3で取り外したヒーターを取り付けます。
	 ※シール受け板側は、温度センサーセットを取り
付けます。

7	 2で取り外したセンタードライテープを取り付けま
す。

8	 1で取り外した圧着レバーセットを取り付けます。

10-7　シール受け板・圧着レバー側；ガラステープ25 mm幅の交換
（対象：上下加熱式）

ガラステープ
25 mm幅

5 mmくらい

シール部の長さ

5 mmくらい

電極注注 	 ガラステープ交換の際に、シリコンゴム
の貼り付け粘着力が低下していましたらガ
ラステープとともにシリコンゴムも交換して
ください。

注意 	 ヒーター下部のガラステープが傷んだり焼損する
とヒーターの絶縁不良や、シール不良の原因とな
りますので、ヒーターの交換時には必ず点検し、
必要に応じて貼替えてください。

注注 	 粘着のりが残っている上に貼り付ける
と、シール面が凸凹し、シールに悪影
響を起こしますので粘着のりをきれいに
アルコール（エタノール）で取り除いてく
ださい。
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【必　要　物】	 モンキースパナ（圧着レバー側のみ）、
ハサミ、アルコール（エタノール）

【交換の目安】	 シリコンゴムの表面が凸凹になってい
る

■ 取り外し
1	 「10-1　部品交換のための準備」（→ P.47）
を参照して、圧着レバーセットを取り外します。

2	 「10-6　圧着レバー側；ガラステープ19 mm
幅、38 mm幅の交換（対象：片側加熱式）」
（→ P.55）を参照して、ガラステープ 19  
mm幅、38 mm幅をはがします。

3	 シリコンゴムをはがし、粘着のりはアルコール（エ
タノール）等できれいに拭き取ってください。

■ 取り付け
4	 新しいシリコンゴム（厚さ4 mm）を圧着レバーに
貼り付けます。

	 新しいシリコンゴム（厚さ4 mm）には、粘着テー
プが付いています。剥離紙をはがして端から順
に貼り付けてください。

5	 2ではがしたガラステープ38 mm幅、19 mm
幅を貼り付けます。

6	 1で取り外した圧着レバーセットを取り付けます。

10-8　シリコンゴムの交換（対象：片側加熱式）

シリコンゴム

端から順に貼り付けてください

圧着レバー

注注 	 粘着のりが残っている状態でシリコンゴ
ムを貼ると、きれいなシールに仕上がり
ません。
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【必　要　物】	 モンキースパナ（圧着レバー側のみ）、
ハサミ、アルコール（エタノール）

【交換の目安】	 シリコンゴムの表面が凸凹になってい
る

■ 取り外し
1	 「10-1　部品交換のための準備」（→ P.47）
を参照して、圧着レバーセットを取り外します。

2	 「10-2　センタードライテープの交換」
（→ P.48）を参照して、センタードライテープ
を取り外します。

3	 「10-3　ヒーターの交換」（→ P.50）を参
照して、ヒーターを取り外します。

4	 シール受け板側は、「10-4　温度センサーセッ
トの交換」（→ P.52）を参照して、温度セン
サーセットを取り外します。

5	 「10-7　シール受け板・圧着レバー側；ガラス
テープ25 mm幅の交換（対象：上下加熱式）」
（→ P.56）を参照して、ガラステープをはがし
ます。

6	 シリコンゴムをはがし、粘着のりはアルコール（エ
タノール）等できれいに拭き取ってください。

■ 取り付け
7	 新しいシリコンゴム（厚さ2 mm）に同梱されてい
る両面テープをシール受け板または圧着レバー
に貼り付けます。両面テープは、剥離紙とフイ
ルムで挟まれています。剥離紙をはがしてシール
受け板または圧着レバーに貼り付けてください。

8	 両面テープのフィルムをはがします。
9	 新しいシリコンゴム（厚さ2 mm）をとぐろ状に巻
いて、シール受け板または圧着レバーの端から
順に貼り付けると、比較的楽に貼り付けること
ができます。

10	 5で剥がしたガラステープ25 mm幅を貼り付け
ます。

11	 シール受け板側は、4で取り外した温度センサー
セットを取り付けます。

12	 3で取り外したヒーターを取り付けます。
13	 2で取り外したセンタードライテープを取り付けま
す。

14	 1で取り外した圧着レバーセットを取り付けます。

10-9　シリコンゴムの交換（対象：上下加熱式）

とぐろ状に巻いたシリコンゴム（厚さ2 mm）を
シール受け板または圧着レバーと平行に端から
順に貼り付けてください

両面テープ

シール受け板または圧着レバー

注注 	 粘着のりが残っている状態でシリコンゴ
ムを貼ると、きれいなシールに仕上がり
ません。



CR-600シリーズ取扱説明書Ver.9.01J

59

日付と時刻管理のためにバックアップ用電池を使用し
ています。バッテリーエラーが表示された場合は電池を
交換してください。

【必　要　物】	 プラスドライバー、ボールペン等の先
の細いもの

【交換の目安】	 ERROR 9001　バッテリーエラーが表
示されたとき

【使用ボタン電池】	 CR2032

1	 上部カバーを開けます。
	 （（「6　各部の名称とはたらき」 >>> 「上部カ
バー」（→P.18）参照）

2	 上部カバー内にある基板カバーを取り外します。
	 基板カバーはダルマ穴になっているので、4本
のビスをゆるめてスライドさせると取り外せます。

3	 電池とノッチの間にボールペン等の先の細いも
のを差し込みます。差し込んだものを垂直に起
こすと電池が浮き上がってきます。

4	 新しい電池は、プラス側を上に向け、ノッチ側
からソケットに差し込んで取り付けてください。

5	 取り外した基板カバーを取り付けて、上部カバー
を閉じます。

6	 製品の電源を入れたとき、ERROR9000が表
示される場合があります。その場合は、「9-3-1
　日付と時刻の設定」（→ P.38）を参照して、
日付と時刻を設定してください。

※使用済みの電池は、市区町村の指示に従って処分
してください。

10-10　バックアップ用電池の交換

ノッチと電池の間に
差し込む ノッチ

ノッチ側から
入れる

電池

ソケット

ビスをゆるめる

ビスをゆるめる

基板カバー

電池

上部カバー内部



CR-600シリーズ取扱説明書Ver.9.01J

60

継手からチューブを取り外したり、接続する場合は、次
のように行ってください。

■ チューブの取り外し
継手の開放リングを指先で押しながらチューブを抜きま
す。
チューブを押し込みながら開放リングを押すとより容易に
チューブを引き抜くことができます。
（右イラスト「継手の構造と名称」参照）

■ チューブの接続
継手の差し込み口にチューブを押し込むと接続すること
ができます。チューブ装着時には、継手の奥まで完全
に差し込んでください。

ノズル部分に物が詰まると脱気不良またはガス充填不
良の原因となりますので、ノズルの洗浄が必要です。

1	 ノズルに接続されているエルボ継手を取り外しま
す。エルボ継手は開放リングを押しながら引き抜
きます。

2	 ノズルを固定しているロックレバーを左に回して、
ノズルの固定をゆるめます。

3	 ノズルをノズルホルダーから取り外します。
4	 取り外したノズルをきれいに水洗いをして、よく
乾燥させてから取り付けます。

11　部品のメンテナンス
11-1　チューブの接続・取り外し方法

11-2　ノズルの取り外し方と洗浄

ロックレバー

ネジ部

チューブ

差し込み長さに注意してください19〜
21 mm

コレット

Vシール

Oリング

開放リング

開放リング

継手本体

これを押してチューブを外す

■ 継手の構造と名称

しっかりと奥まで差し込む

開放リングノズル

締まる

ゆるむ

注 	 チューブの差し込みが少ないとエア漏れを起こし
ますので確実にチューブを差し込んでください。

注 	 ノズルを取り付ける際は、ノズルの先端を水平
にして取り付けてください。
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エアフィルターは、ノズルとエアポンプとの中間にあり、
ノズルから吸い込んだ空気以外の物（液体、粉体、
粒体など）は、通さないでフィルターに溜まるようになっ
ています。
必ず毎日点検してフィルターカップを掃除してください。

またエアフィルター内部のフィルターエレメントは目詰まり
を起こすと脱気力が弱くなり真空計の表示と袋内の真
空度と一致しなくなります。ノズルから吸い込まれる空気
の混入物にもよりますが、フィルターエレメントは週に1
回、エアブロー（高圧縮空気をふきつける）などを行い、
目詰まりを取り除いてください。

■ 取り外し方
1	 ボディからフィルターカップを取り外します。
	 ロックボタンを下へ引き、フィルターカップをその
まま左右どちらか一方へ45度回し、フィルター
カップを引き下げると外れます。

2	 フィルターカップからデフレクタを取り外します。
	 デフレクタを左右どちらか一方へ45度回し、デ
フレクタを引き上げると外れます。

3	 デフレクタからフィルターエレメントを取り外しま
す。

	 デフレクタを持ち、バッフルを時計回りに回すと、
デフレクタからバッフルが外れ、フィルターエレメ
ントが外れます。

■ 取り付け方
4	 デフレクタにフィルターエレメントを取り付けます。
	 フィルターエレメントをセットし、デフレクタを持ち、
バッフルを反時計回りに回して固定します。

5	 フィルターカップにデフレクタを取り付けます。
	 フィルターカップにデフレクタを挿入し、左右どち
らか一方へ45度回して固定します。

6	 フィルターカップをボディに取り付けます。
	 フィルターカップのロックボタンを下へ引き、フィ
ルターカップとボディの溝を合わせて挿入します。
フィルターカップを持ち上げながら、左右どちらか
一方へ45度（ロックボタンがパチンと上がるま
で）回し、固定します。このとき、ロックボタン
が上がってロックしていることを確認してくださ
い。

11-3　エアフィルターの清掃

2

1

3

ロックボタン

フィルターカップ

フィルターエレメント

バッフル

ボディ

デフレクタ

デフレクタ

注意 	 液体を多く吸いすぎますとフィルターエレメントを
通してオーバーフローし、エアポンプの中へ入
ると、故障の原因になりますので、絶対に吸
い込まないように注意してください。

	 フィルターエレメントは噴霧状の液体、水蒸気、
微粉末には効果がありません。
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HEPAフィルターの清掃は、別途同梱のHEPAフィル
ター取扱説明書を参照してください。

■ HEPAフィルター本体の取り外し方
【必　要　物】	 プラスドライバー

1	 本体右側面のHEPAカバーを取り付けている
8本のビスをプラスドライバーでゆるめます。

2	 HEPAカバーはダルマ穴になっているので、少
し上に持ち上げて、手前に引くと取り外すことが
できます。

3	 HEPAフィルター本体はHEPAカバーにネジ止
めされています。

	 HEPAカバーの4本のビスをプラスドライバーで
外すと、HEPAフィルター本体を取り外すことが
できます。

11-4　HEPAフィルター（オプション品）の清掃
カバー

プレフィルター

HEPAフィルター本体

HEPAカバー

ビス（8本）をゆるめる

①

②

注意 	 HEPAフィルター本体は電源コードが製
品本体と繋がっています。HEPAカバー
を製品本体から取り外すときは、HEPA
フィルター本体の電源コードが引っ掛から
ないようにゆっくり引き出してください。無
理に引っ張ると電源コードが断線する可
能性があります。
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製品内部のコンプレッサーから圧縮されたエアが、配管
チューブ内で徐々に冷やされ水滴となり、シリンダー内
部に侵入し、故障の原因となるのを防ぐためにレマンド
ライフィルターを取り付けています。
レマンドライフィルターには2種類のカートリッジが組み
込まれて、容量ポンプ値からかなり大きめのレマンドライ
フィルターを装置しています。

交換方法は、別途同梱のレマンドライフィルター取扱説
明書を参照してください。もし、不純物がレマンドライフィ
ルター内に入った場合は、レマンドライフィルターを取り
付けている2個のビスを外してレマンドライフィルターを
持ち上げ、ウィープバルブの先についているピンを上下
に動かし清掃してください。第 1フィルターの寿命は1
日で8時間使用されると約 2年で洗浄するか、交換し
てください。（製品のドライポンプから推定された値です）
第 2フィルターは約半年で交換してください。

11-5　レマンドライフィルター（オプション品）の清掃

ビス

第 1フィルター

第 2フィルター

ウィープバルブ

注意 	 フィルター通過後にチューブ内で水滴やくもり
が付くようであれば、交換年数内でも取り替え
が必要となります。あくまでも、フィルターの交
換年数は目安と考えてご使用ください。




